
成分 採用規格
錠10mg*・細粒10mg包 10mg 20mg 30mg 60mg 120mg 180mg

10mg・30mg 10～20mg 20mg 40mg 80mg 120mg
10mg/1mL・50mg/5mL ～5mg 5～10mg 10～15mg 20～30mg 40～60mg 60～90mg
5mg･10mg･20mg･40mg 10mg 15mg 20mg 40mg 80mg 120mg
10mg/1mL・50mg/5mL 15mg 30mg 60mg 90mg
0.1mg/2mL・0.25mg/5mL ～0.1mg 0.15mg 0.2mg 0.3mg 0.6mg 1.2mg 1.8mg

1mg・2mg・4mg*・6mg 0.5mg 1mg 2mg 4mg 6mg

コデインリン酸塩 10mg/g(非麻薬) ・100mg/g(麻薬) 60mg 90mg 120mg 180mg 360mg
　　トラマールOD錠・ワントラム錠　 25mg・100mg 50mg 75mg 100mg 150mg 300mg
　　トラムセット配合錠　　（トラマドール37.5㎎+アセトアミノフェン325㎎）

タペンタドール 50ｍｇ・100ｍｇ 50ｍｇ 100ｍｇ 200ｍｇ 400ｍｇ 600ｍｇ
2mg・6mg・12mg・24mg* 2mg  4mg 6mg 12mg 24mg 36mg
2mg/1mL・20mg/2mL 0.4mg 0.6mg 0.8mg 1.2mg 2.4mg 4.8mg 7.2mg

成分 採用規格
5mg・10mg* （5mg） （5mg） 5mg 10mg 20mg 30mg

10mg 10mg 20mg 30mg
10mg/1mL・50mg/5mL
2.5mg・5mg・10mg・20mg （2.5mg) 2.5mg 5mg 12.5～15mg 20mg
10mg/1mL・50mg/5mL 1時間量フラッシュ

フェンタニル 0.1mg/2mL・0.25mg/5mL

トラマドール 25mg 25mg 25mg 25mg 50mg 50mg
1mg･2mg･4mg 1mg 1mg 1mg 1mg 2mg 4mg 6mg

2mg/1mL・20mg/2mL
※①ﾌｪﾝﾀﾆﾙ貼付剤はオピオイド初回投与から使用可能だが、その際は0.5ｍｇより開始すること ・*は用事限定採用（院内在庫がない場合あり） 2020年12月　東北大学病院　緩和ケアチーム監修

※②ナルベインからナルサスに変更する場合：ナルベイン1㎎➡ナルサス2.5㎎と換算する ・斜体は院外限定採用

オピオイド量換算の目安　　　　　　注意：年齢･体格・呼吸数に応じて適宜加減すること
製品名

コデインリン酸塩散　

ＭＳコンチン錠・モルペス細粒
投与量/日

モルヒネ

ヒドロモルフォン
ナルベイン注※②

オプソ内用液

トラマドール

1時間量フラッシュ

オキシコドン注

レスキュー　1回量

1時間量フラッシュ

トラマールOD錠

ヒドロモルフォン
ナルラピド錠
ナルベイン注　

オキシコドン
オキノーム散

タペンタ

フェンタニル注射液　

オキシコドン徐放錠

投与量/回

フェンタニル

モルヒネ塩酸塩注射液

オキシコドン注射液　

アンペック坐剤　
モルヒネ塩酸塩注射液

オキシコドン

当院採用ﾌｪﾝﾀﾆﾙ貼付剤※①

1時間量フラッシュフェンタニル注

ナルサス錠※②

モルヒネ塩酸塩錠

製品名

モルヒネ
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